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酸性土壌におけるサンゴ砂混合が

キウリ苗の生育に及ぼす影響

大屋一弘

（琉球大学農学部）
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１．はじめに ように良苗の育成は重要であり，そのため苗床の

士作りが工夫される。

キウリは酸性抵抗性が弱い４)と考えられるので，

ここでは酸性土壌にサンゴ砂を混合し，それにキ

ウリを育てキウリ苗の生育に及ぼすサンゴ砂の影

響を調べた。

酸性土壌における作物生育の阻害要因は，１)水

素イオン濃度が高く，これが作物を害する，２)ア

ルミニウムやマンガンが過剰に溶けて作物を害す

る，３)カルシウム，マグネシウム，カリなどの塩

基が少なく欠乏しやすい，４)リン酸が少ない，５）

微量元素の何れか（特にＭｏ）が欠乏する，こと

などである’)。このような不良要因をかかえる酸
性土壌を改良するには，炭カルその他改良資材の

施用が基本的に必要である。沖縄で採れるサンゴ

砂は炭カル成分を含むので上の改良目的に使える

可能性がある５)。

イネやそ菜のように苗を育て移植するという栽

培形式がとられるとき，苗半作という言葉がある

２．実験材料及び方法

土壌は国頭村字奥の山地でチガヤ，ススキ，／

ボタンなどの生えている茶園跡地の深さ０～１５ｃｍ

から採取し，５ｍ目のふるいを通したものを用い

た。この土壌は酸性粘質（重埴土），母材は粘板

岩，土層10ｃｍ以下は赤色で，具志堅統（赤色士）

に区分される。供試土壌の理化学性は第１表に示

した。

第１表供試土壌の理化学性
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サンゴ砂は袋詰で売られているものを用いた。

これは乾くと臼～淡灰桃色で，ｐＨ及びＥＣは

第２表，粒径組成は第３表の通りであった。

栽培試験は1985年８月に行い，キウリの品種は

地這キウリ（CzLcumssatiuusL；Culti.）を用い

た。

第２表供試サンゴ砂のｐＨ及びＥＣ

Ｔａｂｌｅ２ｐＨａｎｄＥＣｏｆｔｈｅｃｏｒａｌｓａｎｄ

ｔested

pＨ（Ｈ２０） EＣ

ｍｍｈｏ/６，，２５°Ｃ
０．９５８．５

第３表供試サンゴ砂の粒径組成

Ｔａｂｌｅ３．Ｐａｒｔｉｃｌｅｓｉｚｅｄｉｓｔｒｉｂｕｔｉｏｎｏｆｔｈｅｃoralsandtested

粒径（､､）
Particlesize（m､）

全量に対する割合（％）
Pｅｒｃｅｎｔｉｎｔｏｔａｌｓａｎｄ

細粒部分（＜２ｍ）に対する割合（％）
Percentinfineearth（＜２ｍｍ）

5.0～２．０

２．０～１．０

１０～０．５

＜０．５

Total

３．４

１３．３

２０．４

６２．９

１００．０

１３．７

２１．１

６５．２

１００．０

土壌とサンゴ砂を第４表に示す割合で混合し，

５種類の処理区を設けた。各処理区の平均ｐＨは

第４表に示すようにサンゴ砂の割合に応じて高く

なった。さらにこの混合物に市販バーミキュラ

イトコップ1杯（約２００ｃｃ）と配合肥料（ＢＢ

３－７－０）２９を加え十分に混ぜ，約500ｃｃずつ

を径12cmのビニールポットに移し，各処理を２連

準備して培地とした。これにキウリ種子３～４粒

播き，１週間後に間引きしてポット当たり２株を

残し，ガラス室で栽培した。播種後３週間目に生

育調査を行った。

第４表土壌とサンゴ砂の混合割合及び混合物のｐＨ

Ｔａｂｌｅ４Ｍｉｘｉｎｇｒａｔｅｏｆｓｏｉｌａｎｄｃｏｒａｌｓａｎｄ，ａｎｄｐＨｏｆｔｈｅｍｉｘｍｒｅ

士壌：サンゴ砂混合比及び混合物のPH
Soil／coｒａｌｓａｎｄｒａｔｉｏａｎｄｐＨｏｆｔｈｅ
ｍｉｘｔｕｒｅ

処理番号Mixtureno

２ ３ ４ ５

土壌：サンゴ砂混合比
Soil／coralsandratio

１０：０９：１８：２６：４２：８

上記混合物のｐＨ＊
ｐＨｏｆｔｈｅｍｉｘｔｕｒｅ＊

４．７ ５．６ 6.1 6.4７．１

＊ＴｈｅｐＨｗａｓｍｅａｓｕｒｅｄｉｎａｌ：z5mixture-watersuspension．

３．結果及び考察

播種してから３週間目のキウリ苗の生育状態は

写真ｌに示す通りであった。概して胚軸がやや長

<伸びているが，これは発芽時に室内に置いてあ

ったため光不足がその原因と考えられる。長さ３

cm以上の本葉数はNbL2＞ＭＬ３＞Nq4＞lVq5＞Nql
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写真１酸性土壌一サンゴ砂混合培地におけるキ
ウリの生育（３週目）

Ｐｈｏｔｏ・ＬＣｕｃｕｍｂｅｒｓｅｅｄｌｉｎｇｓｇｒｏｗｎｏｎａｃｉｄ
ｓｏｉｌａｎｄｃｏｒａｌｓａｎｄｍｉｘｔｕｒｅｓ．

写真２．左のキウリの根の生育

Ｐｈｏｔｏ、２．Ｒｏｏｔｓ’ｇｒｏｗｔｈｏｆｃｕｃｕｍｂｅｒ

ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ．

写真４サンゴ砂が多い区（２：８）のキウリの
クローズアップ

Ｐｈｏｔｏ，４．Ｃｌｏｓｅ－ｕｐｏｆｔｈｅｃｕｃｕｍｂｅｒｇｒｏｗｎ
ｏｎｔｈｅ２:８mixture．

写真３対照区（１０：０）キウリのクローズア
ップ

Photo、３．Ｃｌｏｓｅ－ｕｐｏｆｔｈｅｃｕｃｕｍｂｅｒｇｒｏｗｎ
ｏｎｔｈｅｌＯ:Omixture．

カルシウム欠乏を起こしたと考えられる。微量要

素のうちでモリブデンは酸性で可給性が低くなり，

これが欠乏すると野菜（例：タイサイ）の葉縁が

めくれ上がるとと５)が知られている。この実験に

おける対照区のキウリはカルシウム欠乏に加えて

モリブデン欠乏症が併発したとも考えられるが，

詳しくは不明であり今後の調査に待たなければな

らない。

供試土壌にサンゴ砂を混ぜる時，サンゴ砂の割

合が増えるとｐＨは上昇する（第４表）。サン

ゴ砂０５ｍ以下のフラクシヨンは肥料用炭カルと

同程度の酸性矯正力がある5)ので，本実験におい

て供試されたサンゴ砂は０．５mm以下のフラクシヨ

ンを63％含み，この部分が直ちに土壌と反応して

ｐＨを上げると同時にカルシウムを供給したと者

区の順で，ＮｏＬ２区では平均３．７枚に対しNql区

（対照区）では１．７枚であった。茎長も同じ順で

NO2区で最も長く平均18.5cmであったが，ＮｏＬ１区

では11.9ｃｍであった。根の伸長は写真２に見るよ

うにNoL2区で最も良くＮｏＬ５区で最も悪かった。

対照区（Ｎｑｌ区）のキウリは葉縁が水浸状に黄

緑色となり，或は更に葉縁が内側にめくれ上がり，

芯葉は黄緑で委縮する症状を示した（写真３）。

供試土壌はｐＨが４７で，交換性カルシウム０４

ｍｅ／1009,カルシウム飽和度３９％とカルシウ

ムが少ないことと，サンゴ砂を混ぜたＭ２区やｌＶｑ

３区でこの様な症状が見られないこと，更にこの

症状が他の野菜（例：シロナ）のカルシウム欠乏

症5)に似ていること，などから対照区のキウリは
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す通りであった。Ｎｕ２区で平均８．８９と最も良く，

次いでNoL3区の５．８９であった。供試土壌に対し

て少量のサンゴ砂混合で十分な効果が認められる。

えられる。サンゴ砂混合量を増やしていくとキウ

リの葉が全面的に淡緑色となり生長も遅いことが

観察されたが，特にその傾向はNoL5区で著しかっ

た（写真４）。

微量要素のうちで鉄，マンガン，亜鉛，銅，ホ

ウ素などは土壌ｐＨが高くなると不溶化して作物

に吸収され難くなる。キウリは亜鉛，銅，ホウ素

などの少ないことに対する耐性は弱くない2)ので，

これらの微量要素欠乏は起こり難いであろう。ＮＯＬ

５区のキウリの黄化症状は芯葉よりも展開葉に著

しいので，鉄欠乏よりむしろマンガン欠乏的であ

る。供試土壌の易還元性マンガン含量は約７ppmと

少なく，今回と類似の土壌における大屋')の実験

では炭カル施用に伴う土壌ｐＨの上昇により植物

のマンガン吸収が著しく少なくなることから，こ

このキウリの場合もサンゴ砂の混合によりマンガ

ンの吸収利用が阻害された可能性が高い。

供試サンゴ砂自体の１：５ＥＣはＯ５ｍｍｈｏ／cｍ

であり，これを土壌に混ぜると土壌のＥＣが低い

ので土壌とサンゴ砂混合のＥＣはこれより低くな

ると考えられる。トマトその他は約１．５ｍｍｈｏ／cｍ

以上のＥＣで生育阻害を受けるといわれているの

で，ＮｂＬ４及びNoL5区に見られるキウリの生育不良

はその培地のＥＣとは関係ないと思われる。

ポットの士をほぐし，キウリ苗の根に付着する

土を洗い落し，水を切り生重（地上部及び根）を

測定した。２ポット４本の平均生重は第１図に示
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処理番号

第１図酸性土壌におけるサンゴ砂混合がキウリ

苗の生育に及ぼす影響

ＦｉｇＬＦｒｅｓｈｗｅｉｇｈｔｏｆ３ｗｅｅｋｏｌｄｃｕｃｕｍｂｅｒ

ｓｅｅｄｌｉｎｇｓｇｒｏｗｎｏｎａｃｉｄｓｏｉｌａｎｄcoral

sandmixtures.＊

＊Meansof4plantsandstandarddeviaｔｉｏｎｓ

（verticalbars）．

生重測定後これを70℃で乾燥して乾物重，乾物

％などを求めた。各処理区におけるキウリ苗の乾

第５表酸性土壌に対するサンゴ砂の混合割合がキウリ苗の乾物％及び相対重に及ぼす影響

Table5Percentdrymatter,ａｎｄｒｅｌａｔｉｖｅｆｒｅｓｈａｎｄｄｒｙｗｅｉｇｈｔｏｆ３ｗｅｅｋｏｌｄｃｕｃｕｍｂｅｒｓｅｅｄｌｉｎｇｓ
ｇｒｏｗｎｏｎａｃｉｄｓｏｉｌａｎｄｃｏｒａｌｓａｎｄｍｉｘｔｕｒｅｓ．

乾物％及び相対重
Perｃｅｎｔｄｒｙｍａｔｔｅｒ
ａｎｄｒｅｌａｔｉｖｅｗｅｉｇｈｔ

乾物％

蹄盤ter(％）
Relativefreshweight
相対乾重
Ｒｅｌａｔｉｖｅｄｒｙｗｅｉｇｈｔ

処理番号Mixtureno．
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物％，並びに生重，乾重の対照区（ＮＯＬ１区）に対

する相対重などを第５表に示した。生重と共に乾

物％の高さが苗の充実度を示すと考えられるが，

ＭＬ３区のキウリは乾物％が最も高く，相対乾重で

はＭＬ２区と共に他の処理区より良質の苗とみなさ

れる。第４表に示した様にNoL2及びNoL3区におけ

る土壌とサンゴ砂の混合割合はそれぞれ９：１と

８：２で，ｐＨは５．６と６．１であった｡この程度の

ｐＨは多くの作物に適する範囲でありキウリにもそ

れがあてはまると考えられる。

４まとめ

粘板岩を母材とする酸性土壌（赤色士）に炭カ

ル成分を含むサンゴ砂を種々の割合で混ぜ，それ

を培地として地這キウリをポットに育苗し，酸性

土壌対サンゴ砂の混合割合とキウリ苗生育の関係

を調べた。

酸性土壌対サンゴ砂の混合割合は１０：０（Ｎｑｌ

区），９：１（ＮｂＬ２区），８：２（Ｎｑ３区），

６：４（ＭＬ４区），２：８（Ｎｑ５区）の５段階と

した。混合培地のｐＨはNoLl区（対照区）で４．７，

ＭＬ５区で７．１となった。

播種後３週目のキウリ苗の生育を本葉数，茎長，

根の伸長，生重（地上部＋根）などのパラメータ

ーで比較すると，何れもNq2区（ｐＨ５．６）で最

も良く，次にNOL3区（ｐＨ６．１）であった。キウリ

苗の乾物％はNO3区で９４％と最も高かったが，

苗全体の乾物重はやはりＮＯ２区で最大であった。

Ａｈ２及びIVbL3区に比べるとＮｑｌ及びNOL5区の

キウリの生育は著しく悪かったが，その主な原因

は発現症状によりＭＬ１区ではカルシウム欠乏，ＮＯＬ

５区ではマンガン欠乏によるものと考えられた。

以上より酸性土壌にサンゴ砂は有用であると考

えられるが，供試土壌におけるキウリ育苗の場合

サンゴ砂約10％（土壌対サンゴ砂＝９：ｌ）を混

ぜて培地とするのが最適であった。
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andwasacidicinreaction（ｐＨ4.7）ｗａｓｍｉｘｅｄ

ｗｉｔｈｃｏｒａｌｓａｎｄａｔｔｈｅｓｏｉｌｔｏｃｏｒａｌｓａｎｄｒａｔｉｏｓ

ｏｆｌＯ:０，９：１，８:２，６:４ａｎｄ２:８．Themixtures

werereplicatedtwice・Ｔｈｅｃｕｃｕｍｂｅｒｗａｓ

ｐｌａｎｔｅｄｉｎｐｏｔｓ（ｌ２ｃｍｉｎｄｉａａｎｄｌ２ｃｍｉｎ

ｈｅｉｇｈｔ）whichcontainedabout500ccofthe

respectivemixtures，ａｎｄｇｒｏｗｎｗｅｒｅ２ｐｌａｎｔｓ

ｐｅｒｐｏｔｆＯｒ３ｗｅｅｋｓ

ＴｈｅｐＨｖａｌｕｅｓｗｅｒｅ４７，５．６，６．１，６．４ａｎｄ

７１ｆＯｒｔｈｅｌＯ:０，９:１，８:２，６:４ａｎｄ２:８mixtures，

respectively・Ｔｈｅｇｒｏｗｔｈｏｆｔｈｅｃｕｃｕｍｂｅｒ

ｓｅｅｄｌｉｎｇｓａｓｄｅｔｅｒｍｉｎｅｄｂｙｎｕｍｂｅｒｏｆｌｅａｆ，

lengｔｈｏｆｓｔｅｍ，ａｎｄｆｒｅｓｈａｎｄｄｒｙｗｅｉｇｈｔｓ，ｗａｓ
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best obtained on the 9 : 1 mixtures followed by

the 8:2.

The seedlings showed symptoms likely to

be calcium deficiency on the 10: 0 mixtures

of check and probable symptoms of manganese

deficiency on the 2:8 mixtures.

From the above it was concluded that the

tested cucumber cuI ti var was not very tolerant

to low soil pH, the coral sand was effective

enough to ameliorate low pH of the soil, and

incorporation of about 10% coral sand with the

tested acid soil would make good nursery bed

for the cucumber.


